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●巻頭言�

日本在宅医学会の誇るべき在り方�

―在宅患者家族にも支えられて―�

佐 藤 　 智　日本在宅医学会会長�

　最近嬉しいことが二つありました．�

　一つは昨年2月の初めに，在宅医療を以前から実践している会員の友人Ｗさんから突然

電話がありました．「末期がんの夫人を在宅で診させて頂き，先日なくなられました．そ

のご主人から，自宅で最後まで家内を看取ることの出来た感謝の気持ちを《在宅医学の医

師会》に捧げたい，といわれご寄付を頂いたので，日本在宅医学会で受けてほしい」とい

うことでした．有り難く学会への寄付として頂きました．�

　もう一つは今年の4月，長崎県の友人の会員Ｉさんから「東京の方が長崎で末期がんに

なられ，最後はどうしても生まれ故郷の東京に帰りたいと言われるので，飛行機で静かに

お運びするからターミナルを診て欲しい」と連絡がありました．東京にいる私たちの会員

でお引き受けし，ご自宅で最後を迎えられました．われわれ在宅医学会の連携でスムース

に進んだことを，ご遺族も感謝してくださり学会にご寄付を頂きました．�

　　�

  現在の医学関係の学会で，このように患者ご家族が直接学会にご寄付をくださるケース

は非常に稀であると思います．従来も，病気の治療法の研究のために「疾病の友の会」な

どがその疾病の医学会に寄付される話は聞きますが，今回のように個人の方がご寄付下さ

るのは「在宅で終末を迎えられた感謝を少しでも多くの方と分かち合いたい」というお気

持ちの現れだと思います．従来ですと，ご遺族は感謝の気持ちを主治医に捧げますが，今

回の患者さんとご遺族はＷさん，Ｉさんの働きを通して「最期を自宅で静かに送れるよう

な仕組みが日本に拡がって欲しい」と思われたのでしょう．私は会長として丁重なお礼を

申し上げましたが，Ｗさん，Ｉさんが患者さん，ご家族に日本在宅医学会のことをお話し

下さりご寄付の道を開いて下さったことを心より感謝し，嬉しく思います．�

�

　この学会は，日本に本当の意味の「在宅医学，在宅医療」が拡がり，それらの質が向上

することを願って始められましたが，ともすると医療者の側に目をむけた活動でした．今

回，具体的に在宅医療を受けられた患者さん方からご寄付を頂き，この学会の中に，こう

した善意をお受けし，それに報いるための仕組みを作ってゆきたいと思います．�

　実は，現在までもこの学会の活動を支えているのは「会費収入」だけではなく，善意の

ご寄付（財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団など）ですが，個人のご遺族からのご寄付

によるものは今回始めてでした．このようなことはこの学会でこそありうる「特記すべき

こと」だと思います．ご遺族のご意思を今後も生かし，在宅の患者さん，ご家族を本当に

支えることの出来る団体に成長させてゆきたいと思います．�

�

1




